	大 項 目
	携帯電話

	小 項 目
	ルール・マナー（電子万引き）

	タイトル
	電子万引き

	主な対象
	中学校

	ね ら い
	書店等で書籍の表紙、内容を撮影する電子万引きは、マナー違反であることを理解させる。

	作成の意図
	　電子万引きとは、書店で雑誌などの記事を携帯電話やデジタルカメラを使って撮影し持ち帰ることである。これは、本に書かれている情報を、本を買わずに手に入れてしまうことになり、書店の利益を損なう行為といえる。
そこで、このコンテンツを利用して、携帯電話のカメラ機能を使用する上でのマナーとして、このようなことをしてはいけないことに気付かせたい。

	指導内容
	・　どのような行為が「電子万引き」なのかということ
· 金銭を支払わないで書籍の情報を盗むことはモラルに反した行為であり、事業主に迷惑をかけているということ


	展　開

　　
	（携帯電話を持っていない生徒も多いと考えられるので、配慮すること。将来持つことになった場合を想定して考えさせる。）
1 「トルナ書店」の絵を見せる。
2 「電子万引き」の行為について説明を加える。
「電子万引き」とは、書店で雑誌などの記事を携帯電話のカメラ機能やデジタルカメラを使って撮影し持ち帰ることである。
3 店の経営者の気持ちになって「電子万引き」が店に与える影響を理解させる。
　・書籍そのものを万引きするわけではないが、必要な記事などを撮影して持ち帰ることにより売り上げに影響を与えることもある。
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「電子万引き」は法律上、著作権上の私的利用のための複製であり、犯罪とはなっていないが、モラルの問題であり、エスカレートした場合は、「盗撮」、「著作権の侵害」等にも結び付いていく可能性があるということを確認する。











